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はじめに

このドキュメントでは、空のグループが削除されたときに、セキュアエンドポイント監査ログが
更新イベントと削除イベントの両方を記録する方法について説明します。

問題

マシンまたはワークステーションのアップデートイベントは、AMPコンソールコンピュータペー
ジには表示されませんが、この図では新しいグループIDが表示されます。これらの更新イベント
は、削除を実行するためにログインしたユーザの電子メールに関連付けられます。これにより、
発生した問題についてクライアントが混乱する可能性があります。場合によっては、空のグルー
プを削除した後に30 ～ 40の更新イベントを生成できます。

解決方法

これは予期された動作です。空のグループの削除中に監査ログ更新イベントで確認されたマシン
またはコンピュータのホスト名は、以前はこれらのグループに属していたが、現在は非アクティ
ブなデバイスに属しています。これらのマシンは、90日間の非アクティブ状態後にコンソールか
ら自動的に削除されましたが、バックエンドのグループの一部に残っていました。



グループが削除されると、これらの非アクティブなマシンはデフォルトグループに移動され、更
新イベントがトリガーされます。残念ながら、これらのコンピュータは非アクティブであるため
、コンソールには表示されません。そのため、コンピュータの下で検索しても見つかりません。

グループにまだ割り当てられている非アクティブなマシンの完全なリストを取得するには、
TACに連絡する必要があります。これは、この情報をセキュアエンドポイントポータル経由で取
得できないためです。



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


